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１．問題と目的
　近年，企業において発生している事故の原因は熟練術者
の技術・ノウハウ継承が進まないことによる「現場力の低
下」といわれる．その対策として，企業は，動画教材を用
いたe-learning学習に力を入れている．しかし，事故発生
率の減少は鈍化傾向にある．本研究では，事故発生の防止
を目的に，研究１では，技術・ノウハウの習得に有効な動
画教材の開発と評価を行なった．研究２では，その職場の
風土や安全に対する管理体制の充実度が，個人の安全意識
や安全行動に与える影響，および，安全行動とチームワー
ク能力の因果関係を明らかにした．
２．間違い動画を用いたe-learning教材に関する実験
2.1．方法と結果
　間違った手順と正しい手順で学習する「間違い動画教材」
と正しい手順のみの「お手本動画教材」の２種類で学習し，
学習直後に，動画で作成した問題に対し「◯」または「×」
で回答するテストを，2015年11月４日～11月６日に実施し
た．40名（平均45.80歳，SD＝13.99），回答20問を分析した
結果， （1）「間違い動画教材」で学習した方が正答率は有意
に高かった（t（39）＝3.03, p＜.01）．（2）「間違い動画教材」
のFA率と「お手本動画教材」のFA率においては有意な差
がみられ（t（39）＝-2.181, p＜.05），「お手本動画教材」で
学習した方が誤りは多いことが明らかになった．また，（3）
バイアスに左右されず確信をもって解答していた確信度
（d´）は，「間違い動画教材」での学習直後のテストの方
がより大きかった（d´＝1.42）．これら３つの結果から，
「お手本動画教材」で学習するより「間違い動画教材」で学
習した方が，より学習内容の理解が深まり，正答率を高め
ること効果があることが明らかになった．
３．「安全行動」と「チームワーク能力」に関する調査
3.1．方法と結果
　2015年10月29日～11月13日に，安全行動に関する質問88
項目，チームワーク能力に関する質問72項目の質問紙調査
を行い，602名分（平均50.94歳，SD＝12.01）を分析した．
安全行動については，探索的因子分析後，８個の観測変数
にて共分散構造分析を行なった結果，図１の安全行動と不
安全行動の２つの因果モデルが構築された．安全行動モデ
ルおよび不安全行動ともに個人の安全行動と個人の安全意
識を高めるには組織の風土や組織の安全管理体制が重要で
あることが明らかになった．
 
図１　安全行動モデルと不安全行動モデル
　チームワーク能力については，探索的因子分析後，確認
的因子分析で構造モデルを構築し妥当性を確認した．その
後，安全行動とチームワーク能力の因果関係を調べた．「作
業安全規則の遵守」と「安全活動の充実」は，チームワー
ク能力である「コミュニケーション能力」，「チーム思考能
力」，「バックアップ能力」，「モニタリング能力」，「リーダ
シップ能力」全てに影響を及ぼす．また，「安全意識の充
実」は，「バックアップ能力」，「モニタリング能力」，「リー
ダシップ能力」の３つに影響を及ぼす．さらに，「安全意識
の醸成風土」は「コミュニケーション能力」のみに影響を
及ぼすことが明らかになった．一方，チームワーク能力は，
安全行動因子全てに影響を及ぼすことが明らかになった．
４．結論
　本研究では，事故の発生を防止することを目的とし，研
究１では，現場に即した，より技術・ノウハウの取得に有
効な動画教材の開発と評価を行った結果，「お手本動画教
材」で学習するより「間違い動画教材」で学習した方が，よ
り学習内容の理解が深まり，正答率を高める効果があるこ
とが明らかになった．一方，研究２では，安全行動を高め
たり，チームワーク能力を養ったりするには，安全活動を
充実させることが最も重要であると示唆された．
